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§１．研究実施体制 
 
（１）「統括」グループ（九州大学） 
①  研究開発代表者：井上 元（九州大学大学院工学研究院、教授） 
②  研究項目  研究統括、モデル開発 

 
（２）「セル試作」グループ（北海道大学） 
① 主たる共同研究者：松井 雅樹（国立大学法人北海道大学大学院理学研究院、教授）  
② 研究項目  セルの試作評価 

 
（３）「測定手法開発」グループ（東京大学） 

① 主たる共同研究者：長藤 圭介（国立大学法人東京大学工学系研究科、准教授） 
② 研究項目  非破壊測定手法の開発 
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§２．研究開発成果の概要 
逆解析による時空間分布情報取得と反応輸送モデリングによる要因解明を目指し、（１）モデル開発、（２）セ

ル試作、（３）測定手法開発（時間分布情報取得）の３項目で推進した。非破壊計測（空間分布情報取得）は（１）

に含まれる。特にモデルベース開発への本技術の実装を念頭に、探索研究期間内で電極内反応輸送計算の

高速化を図った。各項目の詳細を下記に記す。 
（１）「統括」グループ（九州大学） 
 非破壊計測による時空間分布情報を入力として、その内部特性を推定するモデルの構築を進めた。電極層

内では粒子の膨張収縮により動的な構造変形が生じると予想され、そこで予めこれら微細構造の動的変化と

伝導性や接触率の相関を取得し、さらに機械学習と組み合わせることで、電流分布と各種構造の相関マップ

をデータ群として整備した。これにより各セパレータ構造を用いた場合の Li 析出確率を推定することができた。

さらに電極層構造内の反応輸送計算について、新たな計算モデルを提案し、計算高速化を達成した。また粒

子幾何形状から電極層の有効イオン伝導度を推定する技術や、幾何学解析を応用し、電極構造情報からイ

オン伝導特性を推定する新たな手法を考案した。 
（２）「セル試作」グループ（北海道大学） 
 試作サンプルとして内部特性に差異がある電極を複数作製した。事前の低電流充放電試験で可逆容量が

再現性良く得られ、粒径が異なる材料で同様に再現性を確認したため、シミュレーションと解析用サンプル電

池として提供した。  
（３）「測定手法開発」グループ（東京大学） 
  電気化学インピーダンス計測と等価回路モデルを組み合わせて、緩和時間分布解析法による時間情報と

しての異常検出手法を確立した。これまでの燃料電池を用いて開発した技術を拡張し、充放電に伴う非定常

性がある二次電池でも抵抗要因を推定する手法確立を進めた。  
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